
　阿仁熊牧場「くまくま園」が、７月19日にリニュー

アルオープンし、八幡平クマ牧場から受け入れたヒグ

マと新設された運動場やクマ舎が披露されました。

　来場者は、体長２メートルを超えるヒグマがのびの

びと遊ぶ楽しそうな姿をガラス越しにじっくりと観察

し、ヒグマが急接近して対面すると、その大きさと迫

力に驚いていました。（12・13頁に関連記事）～阿仁熊牧場「くまくま園」～～阿仁熊牧場「くまくま園」～

ガラス越しのヒグマ
大迫力に圧倒される
ガラス越しのヒグマ
大迫力に圧倒される

ガラス越しのヒグマ
大迫力に圧倒される
ガラス越しのヒグマ
大迫力に圧倒される
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第29回

国 民 文 化
祭 あ きた 2014国 民 文 化
祭 あ きた 2014

平成26年10月４日～ 11月３日平成26年10月４日～ 11月３日

開催まで あと ２か月

国文祭特集　第１弾

　「第29回国民文化祭あきた2014」まで、あと２か月。あらた
めて北秋田市で行われる事業を紹介していきます。
　今回は北秋田市で行なわれる３事業のうち「チェンソーアー
トフェスティバル」と「現代詩フェスティバル」を紹介します。

山水みな　詩の国　あきた山水みな　詩の国　あきた 北の大地で！！　触れて体験 木のぬくもりを北の大地で！！　触れて体験 木のぬくもりを

期 日期 日 　　月　　日（金） ～　　日（月・祝）10 10 13　　月　　日（金） ～　　日（月・祝）10 10 13
県立北欧の杜公園場 所場 所

　　月 　　日（日）10 26
北秋田市文化会館

チェンソーアートの公開制作と展示チェンソーアートの公開制作と展示

　全国から選抜されたトップカーバーによる公開制作を行います。チェ
ンソーの迫力あるサウンドと華麗なテクニックをお楽しみください。

木霊　光
栗田広行
伴　正史
林　隆雄
西間　健
高頭義幸

タスマニア国際大会〈優勝〉、ドイツ世界大会〈日本代表〉
東北大会2011、2012、2013〈優勝〉
ＴＶチャンピオン「チェンソー王選手権」〈優勝〉
全米オープン2012、2013〈優勝〉
ＵＳＡナイアガラ大会バード部門〈優勝〉、〈総合３位〉
東北大会2009〈優勝〉

チェンソーアート体験教室チェンソーアート体験教室

　講師の指導による半
日のプログラムで小さ
な作品を制作します。

木のアート展木のアート展

　市内の小学生やご来場の皆さんと木で赤とんぼ
を作り公園をキャンバスにアートを作ります。

木に親しむ体験イベント木に親しむ体験イベント

　どんぐりストラップや
リースなどを制作する
『木工手作り体験』や、
のこぎりなど様々な道具
の使い方を学ぶ『きこり
体験』など、木に親しむ
イベントを行います。

カーバー 主 な 実 績

文芸祭現代詩大会文芸祭現代詩大会

〇駒踊りと詩のコラボレーション
〇現代詩優秀作品の表彰
〇文部科学大臣賞受賞作品の朗読
〇書道パフォーマンス～秋田北鷹高校書道部～
〇獅子踊りと詩のコラボレーション
〇記念対談「地域文化と詩、方言と風土」
　講師：あゆかわのぼる氏、伊奈かっぺい氏
〇秋田の詩の群読

　　月 　　日（土）10 25 北秋田市内
北の風土・詩作の旅北の風土・詩作の旅

　紅葉の季節の北秋田市を旅し、雄大な自然を感じながら詩を作ります。

あきたゆかりの詩集に親しむあきたゆかりの詩集に親しむ

期間期間 10月～３月10月～３月

　特設コーナーを開設し、大会作品や
あきたゆかりの詩集を公開します。

場所場所 市内図書館・図書室市内図書館・図書室

～北の大地に舞う赤トンボ大作戦～

現代詩フェスティバル現代詩フェスティバル

あ
ゆ
か
わ
の
ぼ
る
氏

伊
奈
か
っ
ぺ
い
氏

▼ ▼

※入場無料
期 日期 日

場 所場 所

期 日期 日 場 所場 所

※入場無料

チェンソーアートフェスティバルチェンソーアートフェスティバル

昨年の文芸祭現代詩大会（山梨県笛吹市）

国民文化祭についてのお問い合わせ・お申し込みは 総合政策課国民文化祭係　☎62‐8002

参加者募集中 募集期間　９月１日（月）まで

参加者募集中 定員になり次第締め切ります。（定員70人）
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第
29
回 

国
民
文
化
祭
あ
き
た
２
０
１
４

第
29
回 

国
民
文
化
祭
あ
き
た
２
０
１
４

『
１
０
０
日
前
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
』

『
１
０
０
日
前
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
』

津
谷
市
長
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ

　
最
後
に
、
国
民
文
化
祭
に
向
け
て
県
民

の
心
を
一
つ
に
し
よ
う
と
、
当
市
出
身
の

成
田
為
三
が
作
曲
し
た
『
秋
田
県
民
歌
』

の
合
唱
が
全
県
８
か
所
の
会
場
で
一
斉
に

行
な
わ
れ
、
大
館
・
北
秋
田
会
場
で
も
午

後
３
時
30
分
に
、
出
演
者
と
来
場
者
全
員

が
一
体
と
な
っ
て
合
唱
し
、
10
月
の
国
民

文
化
祭
の
成
功
を
誓
い
ま
し
た
。

県
内
一
斉
に「
秋
田
県
民
歌
」を
合
唱

　
「
第
29
回
国
民
文
化
祭
秋
田
２
０
１
４
・

１
０
０
日
前
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
」

が
、
６
月
29
日
に
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
、
約
３
３
０
人
が
来
場
し
、

作
品
展
示
や
５
つ
の
団
体
、
個
人
に
よ
る

ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
国
民
文
化
祭
の
開

幕
を
約
１
０
０
日
後
に
控
え
、
本
番
に
出

演
を
予
定
し
て
い
る
方
々
な
ど
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
を
披
露
し
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
関

心
と
機
運
を
よ
り
一
層
高
め
て
も
ら
う
た

め
、
秋
田
県
が
主
催
し
て
県
内
８
か
所
で

一
斉
に
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
大
館
・
北
秋
田
会
場
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

で
は
、
開
催
地
を
代
表
し
て
津
谷
市
長
が
、

「
よ
う
こ
そ
北
秋
田
市
に
お
越
し
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
い
よ
い
よ
国
民
文
化
祭
ま
で
あ

と
１
０
０
日
。
10
月
の
本
番
で
行
わ
れ
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ほ
ん
の
一
部
で
す
が
、
今

日
は
ご
覧
い
た
だ
き
、
本
番
も
楽
し
み
に

し
て
も
ら
い
な
が
ら
盛
り
上
げ
て
い
っ
て

ほ
し
い
」
な
ど
と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
述

べ
ま
し
た
。 

大
館
・
北
秋
田
会
場　

出
演
団
体

大
館
・
北
秋
田
会
場　

出
演
団
体

《
北
秋
田
市
》

▽
根
子
番
楽

秋
田
市
で
行
わ
れ
る
国
民
文
化
祭
『
開

会
式
』や
、北
秋
田
市
で
開
催
さ
れ
る『
内

陸
線
ア
ー
ト
』
に
出
演
し
ま
す
。

▽
あ
ゆ
か
わ
の
ぼ
る 

氏
（
詩
人
）

『
現
代
詩
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
で
伊
奈

か
っ
ぺ
い
氏
と
記
念
対
談
を
し
ま
す
。

▽
浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団

秋
田
市
で
行
わ
れ
る
『
合
唱
の
祭
典
』

に
出
演
し
ま
す
。

《
大
館
市
》

▽
大
館
ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ヤ

　
「
ジ
ョ
イ
フ
ル・シ
ン
ガ
ー
ズ
」

▽
Ｏ
ｄ
ａ
ｔ
ｅ　
Ｍ
ａ
ｒ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ　
Ｂ
ａ
ｎ
ｄ  

「
Ｔ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
」

《
上
小
阿
仁
村
》

▽「
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｎ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

写
真
展
示

秋
田
が
一
つ
に

秋
田
が
一
つ
に

あ
ゆ
か
わ
の
ぼ
る 

氏

根子番楽 根子番楽

大館ゴスペルクワイヤ「ジョイフル・シンガーズ」 Ｏｄａｔｅ　Ｍａｒｃｈｉｎｇ　Ｂａｎｄ  「ＴＥＤＡＯＬＥ」

　▲浜辺の歌音楽館少年少女合唱団出演者と来場者全員で合唱

ス
テ
ー
ジ
部
門

ス
テ
ー
ジ
部
門

展
示
部
門

展
示
部
門

◇
一
般
選
挙
に
よ
る
農
業
委
員

◇
選
任
に
よ
る
農
業
委
員

　
平
成
26
年
７
月
19
日
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
北
秋
田

市
農
業
委
員
会
の
選
挙
委
員
30
人
と
選
任
委
員
８
人
の

委
員
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
は
６
月
29
日
に
告
示
さ

れ
、
立
候
補
の
届
出
が
５
選
挙
区
と
も
定
数
ど
お
り
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
無
投
票
と
な
り
ま
し
た
。
市
選
挙
管

理
委
員
会
で
は
、
７
月
６
日
に
選
挙
会
を
開
き
、
立
候

補
者
全
員
を
当
選
者
と
決
定
し
、
翌
７
日
に
当
選
証
書

を
付
与
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
７
月
22
日
に
は
、
市
議
会
と
農
業
協
同
組
合
、

農
業
共
済
組
合
、
土
地
改
良
連
絡
協
議
会
の
農
業
団
体

か
ら
推
薦
を
受
け
た
８
人
に
、
津
谷
市
長
が
農
業
委
員

会
委
員
の
選
任
書
を
交
付
し
ま
し
た
。

　
改
選
後
初
と
な
る
農
業
委
員
会
が
７
月
22
日
に
市
役

所
で
開
催
さ
れ
、
改
選
さ
れ
た
38
人
の
委
員
を
前
に
津

谷
市
長
が
「
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

の
行
方
や
農
業
委
員
会
、
農
協
、
農
業
生
産
法
人
を
巡

る
規
制
改
革
の
動
き
な
ど
大
変
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ

て
い
ま
す
が
、
委
員
の
皆
様
に
は
、
地
域
農
業
と
市
の

農
業
発
展
の
た
め
に
お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
」
な

ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
、
始
め
に
会
長
と
会
長
職
務
代
理
者
の
互

選
が
行
わ
れ
、
会
長
に
後
藤
久
美
氏
、
会
長
職
務
代
理

者
に
三
沢
定
幸
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
委

員
は
総
務
、
農
政
、
農
地
の
小
委
員
会
に
分
か
れ
、
小

委
員
会
の
委
員
長
、
副
委
員
長
を
決
め
た
ほ
か
、
年
間

の
事
業
内
容
な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。

〜
任
期
満
了
に
伴
う
委
員
の
改
選
〜

第
１
選
挙
区

（
鷹
巣
地
区
）

定
数
８

第
２
選
挙
区

（
鷹
巣
地
区
）

定
数
４

第
３
選
挙
区

（
合
川
地
区
）

定
数
８

第
４
選
挙
区

（
森
吉
地
区
）

定
数
６

第
５
選
挙
区

（
阿
仁
地
区
）

定
数
４

（
63
）

（
64
）

（
58
）

（
67
）

（
66
）

（
66
）

（
66
）

（
66
）

（
59
）

（
57
）

（
66
）

（
53
）

（
57
）

（
65
）

（
61
）

（
65
）

（
68
）

（
50
）

（
69
）

（
45
）

（
41
）

（
63
）

（
66
）

（
45
）

（
72
）

（
66
）

（
66
）

（
51
）

（
68
）

（
67
）

新現現現現新現現現新現現現現現現現現新現新現新新現現現新現現
（
鷹　
巣
）

（
綴　
子
）

（
坊　
沢
）

（
綴　
子
）

（
坊　
沢
）

（
今　
泉
）

（　
栄　
）

（
綴　
子
）

（
脇　
神
）

（
七
日
市
）

（
脇　
神
）

（
七
日
市
）

（
木
戸
石
）

（
三
木
田
）

（
李　
岱
）

（
鎌　
沢
）

（
下　
杉
）

（
川　
井
）

（
芹　
沢
）

（
増　
沢
）

（
本　
城
）

（
米
内
沢
）

（
浦　
田
）

（
五
味
堀
）

（
小　
又
）

（
米
内
沢
）

（
中　
村
）

（
比
立
内
）

（
吉　
田
）

（
荒　
瀬
）

藤
島　
孝
雄

三
沢　
博
隆

長
崎　
成
人

三
沢　
定
幸

佐
藤　
茂
延

簾
内　
　
豊

齊
藤
富
美
雄

太
田　
兵
一

畠
山　
正
敏

長
岐　
　
正

近
藤　
利
紀

布
田　
久
人

小
野　
安
則

三
浦　
　
剛

藤
岡　
茂
憲

加
藤　
隆
悦

後
藤　
久
美

佐
藤　
篤
史

土
濃
塚
謙
一
郎

杉
渕　
　
渉

金　
　
俊
英

佐
藤　
哲
也

柴
田　
隆
一

若
松　
一
幸

松
浦　
義
春

木
村　
正
彦

柴
田　
英
一

松
橋　
利
彦

嘉
成　
久
雄

湊　
　
　
広

（
七
日
市
）

（
根　
田
）

（
米
内
沢
）

（
伏　
影
）

（
綴　
子
）

（
浦　
田
）

（
七
日
市
）

（
綴　
子
）

市
議
会

　
〃

　
〃

　
〃

農
業
協
同
組
合（
鷹
巣
）

　 

〃(

あ
き
た
北
央
）

農
業
共
済
組
合

土
地
改
良
連
絡
協
議
会

佐
藤　
利
子

金
田　
悦
子

楢
岡　
悦
子

伊
東　
誠
子

佐
藤　
清
一

畠
山　
隆
生

宮
腰　
文
義

米
澤　
　
一 （

57
）

（
48
）

（
60
）

（
61
）

（
69
）

（
67
）

（
63
）

（
73
）

北
秋
田
市
農
業
委
員
会
が
新
体
制
に

北
秋
田
市
農
業
委
員
会
が
新
体
制
に

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
は
無
投
票

会
長
に
後
藤
久
美
氏
を
選
任

再再再新新再再新

農業委員会委員改選

▲7月7日に行われた当選証書付与式

テ

ダ

オ

ー

レ
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津谷市長定例記者会見／市長ダイアリー 地域活性たからいち／メガソーラー施設見学会

　
津
谷
市
長
の
定
例
記
者
会
見
が
、
７
月

10
日
に
市
役
所
で
開
か
れ
、
北
秋
田
市
誕

生
10
周
年
記
念
式
典
や
移
動
行
政
懇
話
会
、

中
高
生
に
よ
る
交
流
事
業
、 

現
代
詩
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
作
品
応
募
状
況
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
市
誕
生
10
周
年
記
念
式
典
に
つ
い
て
は
、

10
月
11
日
に
文
化
会
館
で
実
施
す
る
こ
と

を
発
表
し
「
市
内
外
か
ら
約
６
０
０
人
の

出
席
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
市
に

ご
貢
献
を
い
た
だ
い
た
方
々
に
対
す
る
功

労
者
の
表
彰
や
市
民
待
望
の
北
秋
田
市
民

歌
の
お
披
露
目
を
行
い
た
い
」
な
ど
と
述

べ
ま
し
た
。

　
８
月
４
日
の
合
川
地
区
を
皮
切
り
に
市

内
４
地
区
で
開
催
す
る
移
動
行
政
懇
話
会

に
つ
い
て
は
「
市
が
取
り
組
ん
で
い
る

様
々
な
事
業
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ご
意
見
や
ご
要
望

な
ど
に
つ
い
て
率
直
に
意
見
交
換
で
き
る

大
事
な
場
で
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
方
に

足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
参
加
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
中
高
生
に
よ
る
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、

８
月
３
日
に
中
央
公
民
館
で
「
第
1
回
北

秋
田
市
高
校
生
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開

催
す
る
こ
と
や
、
７
月
31
日
に
国
立
市
で

開
催
さ
れ
る
「
国
立
ま
と
火
」
に
、
市
内

中
学
生
な
ど
33
人
が
訪
問
す
る
こ
と
な
ど

を
紹
介
し
「
今
後
も
よ
り
多
く
の
方
々
に

北
秋
田
市
を
知
っ
て
も
ら
う
よ
う
な
仕
掛

け
と
、
様
々
な
形
の
交
流
を
展
開
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
国
民
文
化
祭
現
代
詩
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
作
品
応
募
状
況
に
つ
い
て
は
、
一
般
３

５
７
、
小
学
生
２
５
４
９
、
中
高
生
１
６

９
４
の
合
わ
せ
て
４
６
０
０
作
品
の
応
募

が
あ
り
、
現
在
、
一
次
審
査
を
行
っ
て
い

る
こ
と
を
報
告
し
「
最
終
審
査
を
経
て
10

月
26
日
の
文
芸
祭
現
代
詩
大
会
で
発
表
、

表
彰
と
な
る
が
、
10
月
の
本
番
で
は
多
く

の
方
々
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
機
運
を

高
め
て
い
き
た
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

地
域
活
性
た
か
ら
い
ち

太
鼓
と
音
楽
、
食
で
地
域
を
元
気
に

津
谷
市
長
定
例
記
者
会
見

10
月
11
日
に
市
誕
生
10
周
年
記
念
式
典

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
理
解
深
め
る

◇
6
月
16
日
〜
7
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

６
月
16
日（
月
）▽
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
起
工
式（
米
内
沢
字
林
の
腰
地
内
）

17
日（
火
）▽
平
成
26
年
北
秋
田
市
議
会
６
月
定
例
会
本
会
議
〜
27
日（
議
事
堂
）

18
日（
水
）▽
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱
株
主
総
会
及
び
第
81
回
取
締

役
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

21
日（
土
）▽
後
藤
久
美
氏
黄
綬
褒
章
受
章
記
念
祝
賀
会（
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
あ
い
か
わ
）

22
日（
日
）▽「
北
朝
鮮
強
制
収
容
所
に
生
ま
れ
て
」上
映
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

24
日（
火
）▽
未
来
ま
で
四
季
美
湖
に
桜
を
残
そ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
４

（
森
吉
山
ダ
ム
）▽
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
第
21
回
通
常
総
代
会（
文
化
会
館
）

29
日（
日
）▽
北
秋
田
市
消
防
団
消
防
訓
練
大
会（
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

▽
第
29
回
国
民
文
化
祭
あ
き
た
２
０
１
４「
１
０
０
日
前
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
」（
交
流
セ
ン
タ
ー
）▽
鷹
巣
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

50
周
年
記
念
式
典（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

30
日（
月
）▽
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
㈱
株
主
総
会（
阿
仁
庁
舎
）

７
月
１
日（
火
）▽
秋
田
赤
十
字
病
院
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典（
秋
田
市
）

２
日（
水
）▽
㈱
秋
田
魁
新
報
社
創
刊
１
４
０
年
記
念
祝
賀
会（
秋
田
市
）

３
日（
木
）▽
第
２
次
北
秋
田
市
総
合
計
画
策
定
委
員
会（
本
庁
舎
）

４
日（
金
）▽
秋
田
内
陸
地
域
公
共
交
通
連
携
協
議
会
総
会（
阿
仁
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
）

▽
第
１
回
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

５
日（
土
）▽
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所
東
北
地
区
秋
田
ブ
ロ
ッ
ク
協
議

会
第
44
回
秋
田
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
〜
6
日（
文
化
会
館
ほ
か
）▽「
花
輪

ば
や
し
」国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
記
念
祝
賀
会（
鹿
角
市
）

７
日（
月
）▽
北
秋
田
市
土
地
改
良
区
連
絡
協
議
会
総
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

８
日（
火
）▽
北
秋
田
市
建
設
業
協
会
平
成
26
年
度
総
会
懇
親
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

10
日（
木
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
小
阿
仁
川
水
系
連
絡
協
議
会（
森
吉
庁
舎
）

13
日（
日
）▽
第
23
回
北
秋
田
市
米
代
川
花
火
大
会（
米
代
川
河
川
敷
公
園
）

14
日（
月
）▽
秋
田
岩
手
観
光
推
進
協
議
会
総
会（
阿
仁
庁
舎
）▽
新
規
高
卒
者
採

用
促
進
要
望
活
動（
商
工
会
）

15
日（
火
）▽
合
川
地
区
自
治
会
長
会
議（
合
川
庁
舎
）

  「
地
域
活
性
た
か
ら
い
ち
」
が
７
月
６
日
、

大
太
鼓
の
館
で
開
か
れ
、
市
内
外
か
ら
出

演
し
た
太
鼓
グ
ル
ー
プ
の
演
奏
や
ご
当
地

グ
ル
メ
を
集
め
た
出
店
な
ど
に
大
勢
の
来

場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
日
本
青
年
会
議
所

東
北
地
区
秋
田
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
（
杉
渕

孝
義
会
長
）
が
、
人
と
人
、
人
と
地
域
と

の
交
流
を
促
進
し
、
活
性
化
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
杉
渕
会
長
が

「
今
日
一
緒
に
来
ら
れ
て
い
る
家
族
や
友

だ
ち
同
士
の
、
大
事
な
良
き
思
い
出
に
な

れ
ば
と
企
画
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
」
と
主
催
者
を
代
表
し
て

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
施
設
見
学
会

あ
い
さ
つ
。
続
い
て
津
谷
市
長
は
「
私
た

ち
の
回
り
に
は
、
ふ
だ
ん
目
に
す
る
こ
と

が
あ
っ
て
も
、
ま
だ
気
づ
い
て
い
な
い
宝

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
今
日
集
ま
っ
て

く
れ
た
ご
縁
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
県
内

に
あ
る
皆
さ
ん
の
地
域
の
宝
を
一
緒
に

な
っ
て
掘
り
起
し
て
、
確
認
し
合
い
ま

し
ょ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
杉
渕
会
長

と
元
オ
フ
コ
ー
ス
の
大
間
ジ
ロ
ー
さ
ん
、

タ
レ
ン
ト
の
石
垣
政
和
さ
ん
が
「
地
域
の

た
か
ら
と
は
」
を
テ
ー
マ
に
、
熱
い
ト
ー

ク
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
太
鼓
の
演
奏
で
は
、
鷹
巣
小
学
校
や
大

曲
太
鼓
道
場
、
大
館
曲
げ
わ
っ
ぱ
太
鼓
な

ど
市
内
外
の
グ
ル
ー
プ
が
出
演
し
、
勇
壮

な
バ
チ
さ
ば
き
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、

大
間
さ
ん
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
打
楽
器

と
津
軽
三
味
線
の
ユ
ニ
ッ
ト
「
天
地
人
」

の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
観
衆
を
魅

了
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
ラ
ー
メ
ン
や
焼
き
そ
ば
、

豚
の
串
焼
き
、
鳥
め
し
、
お
好
み
焼
き
な

ど
県
内
各
地
の
自
慢
の
味
を
販
売
す
る
出

店
が
並
び
、
来
場
者
が
お
目
当
て
の
品
を

買
い
求
め
て
列
を
作
る
姿
も
み
ら
れ
た
ほ

か
、
地
元
の
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
も
出
展

し
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
脇
神
の
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｔ
秋
田
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

発
電
所
の
施
設
見
学
会
が
、
６
月
20
日
に

現
地
で
開
か
れ
、
鷹
巣
中
央
小
学
校
（
髙

橋
謙
介
校
長
・
１
３
７
人
）
の
全
校
児
童

と
地
域
住
民
な
ど
約
１
６
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
同
発
電
所
は
、
市
の
遊
休
地
に
誘
致
し

た
施
設
で
平
成
25
年
12
月
か
ら
稼
働
し
て

お
り
、
最
大
出
力
約
２
・
６
メ
ガ
ワ
ッ
ト
、

年
間
発
電
量
２
６
４
５
メ
ガ
ワ
ッ
ト
ア

ワ
ー
は
、
県
内
で
は
最
大
規
模
で
す
。

　
見
学
会
は
、
発
電
所
を
設
置
し
た
Ｓ
Ｇ

Ｅ
Ｔ
と
グ
ル
ー
プ
会
社
な
ど
で
つ
く
る

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
見
伝
！
実
行
委
員
会
」が
、

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
施
設
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
お
う
と
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

敷
地
内
に
は
１
万
枚
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
太
陽
光
を

た
く
さ
ん
受
け
、
さ
ら
に
降
雪
に
も
対
応

す
る
た
め
パ
ネ
ル
の
傾
斜
を
強
く
し
て
い

る
こ
と
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
熱
心
に
メ

モ
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
見
学
会
に
引
き
続
き
、
鷹
巣
中

央
小
学
校
の
体
育
館
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
テ
ー
マ
に
し
た
学
習
会
も
開
か
れ
、

児
童
た
ち
が
自
転
車
や
ル
ー
ム
ラ
ン
ナ
ー
、

う
ち
わ
、
縄
跳
び
な
ど
を
使
っ
た
発
電
体

験
や
ク
イ
ズ
大
会
を
通
し
て
、
電
気
の
仕

組
み
と
未
来
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

▲メガソーラー施設の説明に、熱心に耳
を傾ける参加者

▲力強いバチさばきで来場者を楽しませ
た大館曲げわっぱ太鼓

▲市誕生10周年記念式典などについて会
見する津谷市長

▲自転車のペダルをこいで電球を点灯さ
せ、ミニソーラーカーを動かしました
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森
吉
四
季
美
湖
ま
つ
り
が
、
６
月
22
日
に

森
吉
山
ダ
ム
周
辺
を
会
場
に
行
わ
れ
、
多
く

の
来
場
者
が
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
カ
ヌ
ー

体
験
、
ダ
ム
の
見
学
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
「
秋
田
大
学
ア

カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル
」
が
、
き
れ
い
な
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
会
場
に
響
か
せ
、
地
元
で
活
躍
す
る

「
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ォ
ー
」や「
北
の
杜
音
楽
団
」

な
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
歌
や
演
奏
を
披
露
し
て

盛
り
上
げ
ま
し
た
。
会
場
に
は
13
の
出
店
が

立
ち
並
び
、
来
場
者
は
森
吉
牛
や
細
越
う
ど

ん
な
ど
、
地
元
の
多
彩
な
料
理
に
舌
鼓
を

打
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ダ
ム
の
内
部
を
見
学
す
る
「
ダ
ム

探
検
隊
」
や
ダ
ム
堤
体
登
り
、
カ
ヌ
ー
体
験

な
ど
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
青
空
の
下
で
思

う
存
分
ア
ウ
ト
ド
ア
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

▲地元の料理を買い求める人でにぎわうイ
ベント会場

ダムを活かしてにぎわいを ●森吉四季美湖まつり

　
「
大
太
鼓
祭
り
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

八
幡
宮
綴
子
神
社
の
例
大
祭
が
７
月
14
日
と

15
日
に
行
わ
れ
、
３
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大

太
鼓
が
ご
う
音
を
響
か
せ
て
集
落
内
を
練
り

歩
き
ま
し
た
。

　
本
祭
り
の
15
日
に
は
、
棒
術
の
使
い
手
を

先
頭
に
、
仕
切
り
役
の
露
払
い
太
夫
、
団
旗

や
槍
、
鋏
箱
を
持
っ
た
奴
、
裃
に
陣
笠
姿
の

侍
な
ど
の
出
陣
行
列
が
上
町
の
北
端
を
出
発
。

直
径
３
・
８
メ
ー
ト
ル
の
太
鼓
な
ど
３
張
の

大
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
約
３
０
０

メ
ー
ト
ル
先
の
神
社
に
向
か
い
、
境
内
で
獅

子
踊
り
や
奴
踊
り
な
ど
を
奉
納
し
ま
し
た
。

　
沿
道
に
は
、
地
元
の
人
や
大
勢
の
観
光
客

が
詰
め
か
け
、
迫
力
あ
る
太
鼓
の
音
を
聞
い

た
り
、
写
真
を
撮
っ
た
り
し
な
が
ら
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

▲多くの観衆が見守る中、集落内を練り歩
く出陣行列と大太鼓

ごう音響かせ練り歩く ●八幡宮綴子神社例大祭

　
市
消
防
団
消
防
訓
練
大
会
が
、
６
月
29
日

に
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
で

開
か
れ
、
市
内
27
分
団
の
う
ち
14
分
団
と
女

性
消
防
団
員
の
合
わ
せ
て
３
５
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
訓
練
大
会
は
、
消
防
訓
練
礼
式
及
び
消
防

操
法
を
習
熟
さ
せ
る
と
と
も
に
、
消
防
力
の

強
化
を
図
る
た
め
に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、

規
律
訓
練
と
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
は
、

鷹
巣
地
区
２
隊
、
合
川
・
森
吉
・
阿
仁
地
区

か
ら
各
１
隊
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に
は
、

各
地
区
１
隊
ず
つ
出
場
し
、
操
法
の
正
確
さ

や
機
敏
さ
を
競
い
ま
し
た
。　

　
こ
の
日
は
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
と

な
り
ま
し
た
が
、
団
員
た
ち
は
審
査
員
や
他

チ
ー
ム
が
見
守
る
中
、
き
び
き
び
と
し
た
動

き
で
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。▲小型ポンプ操法で日頃の訓練の成果を披

露する団員

雨に負けない機敏な動作 ●市消防団消防訓練大会

　
第
42
回
全
国
豆
類
経
営
改
善
共
励
会
の
大

豆
集
団
の
部
で
、
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

し
た
農
事
組
合
法
人
坊
沢
営
農
組
合
（
長
崎

克
彦
・
代
表
理
事
）
の
代
表
者
が
、
６
月
27

日
に
市
役
所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長
に
受
賞
を

報
告
し
ま
し
た
。

　
同
共
励
会
は
、
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央

会
な
ど
の
主
催
で
昭
和
47
年
か
ら
毎
年
開
催

さ
れ
、
先
進
的
で
他
の
模
範
と
な
る
豆
類
生

産
農
家
及
び
生
産
集
団
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

坊
沢
営
農
組
合
は
技
術
や
経
営
の
改
善
、
６

次
産
業
化
に
よ
る
豆
腐
の
販
売
と
消
費
拡
大

へ
の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
崎
代
表
は
「
気
候
な
ど
の
不
利
な
条
件

の
な
か
で
、
構
成
員
全
員
が
排
水
対
策
等
を

頑
張
っ
て
く
れ
た
結
果
だ
と
思
う
」
な
ど
と

喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

▲津谷市長に受賞を報告する長崎克彦代表
理事と石井文雄副代表理事

６次産業化の取り組み評価 ●坊沢営農組合が農林水産大臣表彰を受賞

　
北
秋
田
市
消
防
団
が
総
務
大
臣
か
ら
感
謝

状
の
贈
呈
を
受
け
、６
月
25
日
に
金
田
咲
美
・

消
防
団
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長
に

受
領
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
感
謝
状
は
、
全
国
的
に
消
防
団
員
が
減
少

傾
向
に
あ
る
な
か
、
団
員
を
増
加
さ
せ
た
消

防
団
に
贈
呈
さ
れ
る
も
の
。
北
秋
田
市
消
防

団
は
、
こ
れ
ま
で
活
動
し
て
き
た
婦
人
消
防

隊
が
、
平
成
26
年
４
月
１
日
付
け
で
市
消
防

団
に
組
織
移
行
し
た
こ
と
も
あ
り
、
団
員
数

が
７
６
９
人
と
一
年
間
で
34
人
の
増
員
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
県
内
で
は
初
め
て
の
受

領
と
な
り
ま
し
た
。

　
金
田
団
長
は
、「
今
後
も
ほ
か
の
消
防
団

で
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
団
員
確
保
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
」
な
ど
と
報
告
し
ま
し
た
。

▲津谷市長へ感謝状受領の報告をする金田
咲美消防団長

消防団員の増員に尽力 ●市消防団に総務大臣感謝状

　
未
来
ま
で
四
季
美
湖
に
桜
を
残
そ
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
、
６
月
24
日
に
森
吉
山
ダ
ム
周

辺
で
行
わ
れ
、
緑
化
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

グ
リ
ー
ン
メ
イ
ク
と
森
吉
四
季
美
湖
を
守
る

会
、
前
田
小
学
校
の
児
童
ら
が
、
１
５
７
本

の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　
こ
の
企
画
は
、
県
民
参
加
の
森
づ
く
り
事

業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
約

３
０
０
本
の
桜
を
植
樹
し
て
い
ま
す
。

　
児
童
ら
は
、
自
分
の
背
丈
よ
り
大
き
い
苗

木
を
丁
寧
に
植
え
、
植
樹
し
た
桜
の
横
に
児

童
た
ち
の
名
前
を
書
い
た
木
札
を
立
て
、

「
じ
ょ
う
ぶ
に
そ
だ
っ
て
ね
」
な
ど
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
添
え
ま
し
た
。

　
植
樹
終
了
後
に
は
、
イ
ワ
ナ
と
サ
ク
ラ
マ

ス
の
稚
魚
３
千
匹
ず
つ
を
ダ
ム
湖
に
放
流
し
、

環
境
保
護
へ
の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。▲大人の方々から指導を受けながら植樹す

る前田小学校の児童

新たな桜の名所に ●未来まで四季美湖に桜を残そうプロジェクト

か
み
し
も
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学びの広場

〈
構
成
〉

　
「
ぶ
っ
こ
み
」、「
奴
踊
り
」、「
駒
踊
り
」

の
順
序
で
行
わ
れ
ま
す
。

ぶ
っ
こ
み
…
灯
籠
・
長
刀
・
棒
・
奴
と

続
き
円
陣
と
な
る

奴
踊
り
…
ま
わ
り
奴
・
扇
奴
・
あ
わ

せ
奴
な
ど

駒
踊
り
…
駒
の
ぶ
っ
こ
み
・
さ
ん
ば
・

鎌
倉
な
ど

〈
開
催
〉

　
８
月
13
日
に
集
落
内
で
踊
ら
れ
ま
す
。

◇
第
二
回
、
第
五
回
、
第
七
回
北
秋
田

市
民
俗
芸
能
大
会
へ
出
演
す
る
な
ど
、

李
岱
駒
踊
り
会
が
保
存
・
伝
承
の
た
め

引
き
継
い
で
い
ま
す
。

▽
平
成
10
年
５
月
21
日
市
指
定
文
化
財

▽
資
料
／
北
秋
田
市
教
育
委
員
会
作
成

資
料
、「
秋
田
民
俗
芸
能
ア
ー
カ
イ
ブ

ス
（
国
際
教
養
大
学
調
査
・
作
成
）」、

李
岱
駒
踊
り
会
聞
き
取
り

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
委
員　
照
内
捷
二

新たな協働体制を構築しよう新たな協働体制を構築しよう

　▲学校関係者や市民が熱心に聴き入りました

　北秋田市キャリア教育推進研修会が、７月18日に
交流センターで開催され、子どもたちの社会的・職
業的自立のために必要な教育と、学校・家庭・地域
が共に育つための体制づくりについて学びました。
　講演では、国立教育政策研究所総括研究官・教育
課程調査官の長田徹氏が「大人自身が変化に対応す
る力」をテーマに、「キャリアとはラテン語で『わ
だち（車輪の跡）』の意味であり、根本にあるのは、
子どもたちが自分の育ったプロセスを好きになるこ
と。学級担任や親以外に、本気で向き合う大人と心

が通う体験を数多く経験することが、継続した学習
意欲に結びつく」などと語りました。

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

77

○「
李
岱
駒
踊
り
」

◇
所
在
地　
北
秋
田
市
李
岱
（
合
川
）

◇
管
理
者　
李
岱
駒
踊
り
会

〈
内
容
〉

　
駒
踊
り
は
、
戦
国
時
代
の
荒
々
し
い

騎
馬
武
者
の
戦
い
を
表
現
し
た
も
の
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

〈
起
源
〉

　
佐
竹
侯
が
常
陸
（
現
茨
城
県
）
か
ら

秋
田
へ
転
封
に
な
っ
た
と
き
、
主
君
の

慰
労
と
崩
れ
が
ち
な
武
士
の
士
気
を
高

め
る
た
め
に
、
足
軽
た
ち
に
よ
っ
て
披

露
し
た
道
中
芸
か
ら
始
ま
り
、「
道
地

村
（
能
代
市
）
サ
サ
ラ
」
を
習
得
し
て

伝
え
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在

は
獅
子
踊
り
が
な
く
な
り
、
駒
踊
り
と

奴
踊
り
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
獅
子
は

三
頭
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
盆
以
外
は
踊
る
こ
と
は
な
く
、
先

祖
供
養
の
た
め
に
演
じ
ら
れ
、
当
初
は

男
性
だ
け
の
「
若
勢
団
」
に
よ
る
奉
納

踊
り
と
し
て
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

戦
後
一
時
中
断
し
た
も
の
の
青
年
会
に

受
け
継
が
れ
、
現
在
は
女
性
や
子
ど
も

の
参
加
を
得
て
「
李
岱
駒
踊
り
会
」
が

中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
北
秋
田
市
文
化
祭
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
開
催
に
あ
た
り
、
演
示
出
演
団
体
、
展

示
出
品
作
品
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
方
は
、
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
会
場
・
期
日
】

演
示
部
門　
北
秋
田
市
文
化
会
館

　
11
月
２
日（
日
）〜
３
日（
月
）

展
示
部
門　
鷹
巣
体
育
館

　
11
月
２
日（
日
）〜
３
日（
月
）

◇
演
示
出
演
団
体
募
集

内
容　
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

生
活
芸
術
・
舞
台
芸
能

時
間　

１
グ
ル
ー
プ
最
長
20
分
ま
で

申
込
締
切　
８
月
22
日（
金
）

※
日
程
、
時
間
帯
に
つ
い
て
は
申
込
時

に
希
望
を
と
り
ま
す
。

◇
展
示
出
品
作
品
募
集

内
容　
市
在
住
の
個
人

及
び
グ
ル
ー
プ
の
作
品

出
品
制
限　
希
望
の
ス
ペ
ー
ス
や
出
展

数
に
よ
り
調
整
し
ま
す

申
込
締
切　
９
月
５
日（
金
）

◇
申
込
方
法
（
両
部
門
共
通
）

　
生
涯
学
習
課
文
化
係
又
は
各
地
区
公

民
館
に
置
い
て
あ
る
申
込
書
に
記
入
の

上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
平
成
26
年
度
北
秋
田
市
文
化
祭

　
出
演
団
体
・
出
品
作
品
の
募
集

申
問
　
　

 

文
化
係 

☎
62‐

６
６
１
８

盛り上がった文化交流盛り上がった文化交流

　「第８回合川地区文化交流会」、「第26回合川芸文
祭」が、７月６日に合川公民館で開催されました。
　文化交流会では「北秋田合川祇園太鼓振興会」に
よる子どもたちの太鼓演奏や、「シャミガールズ」
のスコップ三味線、「根森田七福神」の皆さんによ
る地域の芸能仮装で曲に合わせた七福神の舞いが披
露され、詰めかけた観客を魅了しました。
　後半の芸文祭では、合川を拠点に活動する団体が、
舞踊や民謡、演奏など日頃の練習の成果を堂々と披
露して会場を大いに盛り上げました。また、ロビー 　▲出演者が日頃の練習の成果を披露

には俳句や華道の作品が展示され、多くの人たちが
演示の合間にそれぞれの力作に見入っていました。

■
長
岐
家
の
一
般
公
開

　
江
戸
末
期
の
１
８
３
０
年
に
建
て
ら
れ

た
「
七
日
市
の
長
岐
邸
（
通
称
お
や
か
た

の
家
）」を
見
学
し
ま
せ
ん
か
。
期
間
中
は
、

案
内
人
が
長
岐
邸
を
ご
案
内
し
ま
す
。

期
日　
８
月
13
日（
水
）〜
15
日（
金
）

時
間　
10
時
〜
16
時

■『
人
源
輝
業
セ
ミ
ナ
ー
』
IN
北
秋
田
市

講
師　
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
の
仕
掛
け
人

　
　
　
岸
川
政
之
　
氏

日
時　
８
月
２
日（
土
） 

15
時
〜
16
時
30
分

場
所　
中
央
公
民
館　
ホ
ー
ル

※

入
場
無
料
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■『
北
秋
田
市 

高
校
生
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
』

〜
あ
の
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
が
や
っ
て
く
る
〜

　
若
い
力
に
よ
る
「
食
」
を
と
お
し
た
地

域
活
性
化
を
目
指
し
「
公
開
料
理
コ
ン

ク
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
８
月
３
日（
日
） 

９
時
30
分
〜
15
時

場
所　
中
央
公
民
館　

◎
先
着
１
０
０
人
に「
し
し
と
う
カ
レ
ー
」

を
無
料
提
供
し
ま
す
。

～北秋田市キャリア教育推進研修会～

～合川地区芸文祭～

阿仁鉱山ゆかりの寺院めぐり阿仁鉱山ゆかりの寺院めぐり
～高鷹大学全体講座「地域探訪」～

北
秋
田
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

（
民
俗
芸
能
）

　高鷹大学の全体講座「地域探訪」が、７月４日、７日、
10日の３日間で行われ、阿仁生き活き大学生と交流
を深めながら歴史と文化のまちを探訪しました。
　参加した受講生は秋田内陸線を利用し、山間の景
色や見頃を迎えている「田んぼアート2014」を眺め
ながら、阿仁合駅に到着。阿仁生き活き大学の受講
生と合流し、「阿仁合ぶらぶらガイド」の案内で、
かつて産銅日本一を誇り阿仁合の発展を支えた、鉱
山ゆかりの歴史ある５つの寺院を巡りました。
　また、市の文化財指定の石灯篭や山門の説明を受

け、受講生は熱心にメモをとりながら、阿仁地区の
歴史に理解を深めました。

　▲法華寺で法話を拝聴する受講生

て
ん
ぽ
う

　
お
さ
る
べ
元
気
く
ら
ぶ

申
問
　
　

 

事
務
局　
長
岐
賢
一

☎
０
９
０‐

６
１
０
１‐

８
９
０
６

　
「
高
校
生
の
双
方
向
交
流
２
０
１
４
」

　
秋
田
北
鷹
高
校×

三
重
県
相
可
高
校

　
〜
Ｈ
Ｏ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

申
問
　
　

 

生
涯
学
習
課
☎
62‐

１
１
３
０

　 李岱駒踊り
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（左から）中島滉志くん、福田風人くん、
小松環斗くん

▼

くまモンと
バタもっち

初めて出会い
握手を交わす

▲あれ！手がどんどん伸びていく

▲ 伸びた手が元どおりに！
　驚く『くまモン』と『ニャジロウ』 オープンを待ちわびていた人たちが次々と入場オープンを待ちわびていた人たちが次々と入場

オープンを祝いテープカットオープンを祝いテープカットヒグマをガラス越しに間近で見ることができますヒグマをガラス越しに間近で見ることができます

阿
仁
熊
牧
場

阿
仁
熊
牧
場

く
ま
く
ま
園

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！

　
記
念
式
典
で
津
谷
市
長
は
「
一
昨
年
、

八
幡
平
ク
マ
牧
場
に
残
さ
れ
た
熊
の
全
頭

受
け
入
れ
を
表
明
し
、
秋
田
県
の
多
大
な

る
ご
支
援
の
も
と
、本
日
の
完
成
に
至
っ
た
。

新
た
な
熊
牧
場
は
飼
養
や
展
示
、
研
究
施

設
と
し
て
の
利
用
、
学
習
の
場
と
し
て
の

活
用
、
さ
ら
に
は
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ

る
森
吉
山
周
辺
の
観
光
振
興
に
も
大
い
に

つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
今
後

と
も
県
や
地
元
住
民
、
関
係
各
所
と
の
連

携
を
密
に
し
な
が
ら
、
安
全
性
に
は
十
分

に
配
慮
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
よ

り
多
く
の
方
々
が
動
物
を
通
じ
て
命
の
大

切
さ
を
学
ぶ
施
設
づ
く
り
に
励
ん
で
い
き

た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
施
設
に

〜
津
谷
市
長
が
主
催
者
あ
い
さ
つ

オ
ー
プ
ン
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
３
日
間
で

オ
ー
プ
ン
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
３
日
間
で

約
７
８
０
０
人
が
来
場

約
７
８
０
０
人
が
来
場

『
く
ま
く
ま
園
』の
名
付
け
親

伊
東
く
ん
に
記
念
品
を
贈
呈き

よ
ら

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
記
念
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
阿
仁
熊
牧
場
の
愛
称
『
く
ま
く

ま
園
』
の
名
付
け
親
で
あ
る
伊
東
清
良
く

ん
（
＝
米
内
沢
・
４
歳
）
に
感
謝
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
上
杉
実
行
委
員
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念

品
を
受
け
取
っ
た
伊
東
く
ん
は
、「
ど
う

も
あ
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と

元
気
に
お
礼
を

述
べ
ま
し
た
。

阿
仁
合
小
学
校
の
児
童
３
人
が

ヒ
グ
マ
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
阿
仁
合
小
学
校
の
福
田
風
人
く
ん
（
２

年
）、
中
島
滉
志
く
ん
（
４
年
）、
小
松
環

斗
く
ん
（
６
年
）
の
３
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ

阿
仁
熊
牧
場
に
移
り
住
ん
だ
ヒ
グ
マ
た
ち

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

　
福
田
く
ん
は
「
く
ま
く
ま
園
は
、
広
く

て
エ
サ
も
も
ら
え
て
良
い
で
す
ね
。
こ
れ

か
ら
は
僕
た
ち
と
友
達
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
」
な
ど
と
、
中
島
く
ん
は
「
こ
れ
か
ら

夏
休
み
が
始
ま
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
沢
山
の
人
が
来
る
の
で
楽
し
み
に
し
て

く
だ
さ
い
」
な
ど
と
、
最
後
に
小
松
く
ん

は
「
阿
仁
に
は
、
山
や
森
の
生
き
物
た
ち

と
一
緒
に
暮
ら
し
て
き
た
人
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
こ
こ
で
安
心
し
て
楽
し
く
暮
ら

し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
ヒ
グ
マ
た
ち
に

温
か
い
言
葉
を
掛
け
ま
し
た
。

か
ざ
と

こ
う
し

か
ん

く
ま
モ
ン
が
登
場
し
、
会
場
は

一
番
の
盛
り
上
が
り
に

　
「
く
ま
モ
ン
」
シ
ョ
ー
に
は
、
く
ま
モ

ン
と
と
も
に
「
バ
タ
も
っ
ち
」
や
「
じ
ゅ

う
べ
ぇ
」
も
登
場
し
ま
し
た
。
特
設
ス

テ
ー
ジ
の
周
囲
が
、
人
で
埋
め
尽
く
さ
れ

る
な
か
、『
く
ま
モ
ン
体
操
』
を
踊
っ
た
り
、

来
場
者
と
記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
し
て
、

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
「
く
ま
モ
ン
」
シ
ョ
ー
に
続
き
、
ピ
エ

ロ
の
マ
ッ
キ
ー
さ
ん
が
、
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。
あ

い
に
く
の
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
妙

技
を
次
々
と
繰
り
出
し
、
大
き
な
歓
声
と

拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　
阿
仁
熊
牧
場
「
く
ま
く
ま
園
」
が
、
７
月
19
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
同
日
に
行
わ
れ
た
記
念
式
典
に
は
、
佐
竹
敬
久
秋
田
県
知
事
や
金
田
勝

年
衆
議
院
議
員
の
ほ
か
、県
議
会
議
員
、市
議
会
議
員
、関
係
機
関
の
方
々
が
出
席
し
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど
を
行
っ
て
オ
ー
プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月
19
日
か

ら
21
日
ま
で
の
３
日
間
は
、
オ
ー
プ
ン
記
念
イ
ベ
ン
ト
（
上
杉
二
三
男
・
実
行
委

員
長
）
が
行
わ
れ
、
３
日
間
で
約
７
８
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
を
祝
い
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

　
津
谷
市
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
佐
竹

知
事
、
大
森
山
動
物
園
の
小
松
守
園
長
が

祝
辞
を
述
べ
、
記
念
式
典
の
最
後
に
は
、

津
谷
市
長
、佐
竹
知
事
、金
田
衆
議
院
議
員
、

上
杉
実
行
委
員
長
、
阿
仁
合
小
学
校
１
年

の
栗
谷
天
花
さ
ん
、
湊
穂
香
さ
ん
、
大
阿

仁
小
学
校
２
年
の
松
橋
新
太
く
ん
に
よ
る

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
オ
ー
プ
ン
を
待
ち
わ
び
て

い
た
人
た
ち
が
次
々
と
入
場
し
、
施
設
の

見
学
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

て
ん
か

ほ
の
か

し
ん
た

と
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健
康　
　

  

医
療
健
康
課 

☎
62‐

６
６
６
６

申
問

健
康
相
談

場
所
／
期
日

▽
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー　
８
月
７
日（
木
）

▽
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー　
８
月
20
日（
水
）

▽
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー　
８
月
21
日（
木
）

▽
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー　
８
月
21
日（
木
）

時
間　
10
時
〜
11
時
30
分

内
容　
健
康
相
談
、血
圧
測
定
な
ど

持
物　
健
康
手
帳（
初
め
て
の
方
は
不
要
）

い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
相
談
会

期
日　
８
月
22
日（
金
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時

場
所　
市
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　
心
理
専
門
員
に
よ
る
相
談
会
で
す

（
個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

※
直
接
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い

マ
タ
ニ
テ
ィ
講
座（
後
期
）

期
日　
９
月
１
日（
月
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
10
月
〜
12
月
出
産
予
定
の
方
と
家
族

内
容　
先
輩
マ
マ
と
ベ
ビ
ー（
２
か
月
児
）

と
の
交
流
、母
乳
育
児
指
導
な
ど

子
育
て
サ
ー
ク
ル「
に
じ
い
ろ
リ
ボ
ン
」

期
日　
８
月
１
日（
金
）

時
間　
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
未
入
園
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

内
容　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び

※
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い

問

母
子
健
康
手
帳
交
付

期
日　
８
月
４
日（
月
）、11
日（
月
）

　
　
　
18
日（
月
）、25
日（
月
）

場
所　
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー

時
間　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
手
続
き
終
了
ま
で
30
分
程
か
か
り
ま
す

※
交
付
日
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、必
ず

電
話
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い

　
８
月
の
乳
児
健
診・相
談

場
所　
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア
ン
ケ
ー

ト
、
バ
ス
タ
オ
ル

▽
４
か
月
児
健
康
診
査

　
期
日　
８
月
26
日（
火
）

　
受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象　
平
成
26
年
４
月
生
ま
れ
の
子

▽
７
か
月
児
育
児
相
談

　
期
日　
８
月
26
日（
火
）

　
受
付
時
間　
９
時
45
分
〜
10
時

　
対
象　
平
成
26
年
１
月
生
ま
れ
の
子

▽
10
か
月
児
健
康
診
査

　
期
日　
８
月
７
日（
木
）

　
受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象　
平
成
25
年
10
月
生
ま
れ
の
子

▽
１
歳
ピ
カ
ピ
カ
歯
っ
ぴ
ー
教
室

　
期
日　
８
月
22
日（
金
）

　
受
付
時
間　
13
時
15
分
〜
13
時
30
分

　
対
象　
平
成
25
年
８
月
生
ま
れ
の
子

こ
こ
ろ
サ
ロ
ン
へ
ど
う
ぞ

　
お
茶
で
も
飲
ん
で
、
の
ん
び
り
し
ま
せ

ん
か
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

サ
ロ
ン「
す
か
っ
と
」森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
８
月
22
日（
金
）10
時
〜
14
時

　
心
の
絆
号

　
〜
心
の
絆
を
レ
ー
ル
に
の
せ
て
〜

　
内
陸
線
で
心
の
交
流
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

期
日　
９
月
10
日
（
水
）

行
き
先　
角
館　
定
員　
30
人

内
容　
笑
い
ヨ
ガ
、
心
の
交
流

参
加
費　

１
５
０
０
円（
昼
食
代
含
む
）

申
込
締
切　
８
月
22
日（
金
）

国
保
ド
ッ
ク
の
追
加
募
集

健
診
会
場　
秋
田
県
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
締
切　
８
月
20
日（
水
）ま
で
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
定
員
10
人
）

※
申
込
み
後
に
日
程
を
調
整
し
ま
す

特
定
健
診（
国
保
）・
後
期
高
齢
者

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
市
内
を
巡
回
し
て
の
集
団
健
診
は
終
了

し
ま
し
た
が
、ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
方

は
、市
内
医
療
機
関
で
12
月
末
ま
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

精
神
保
健
相
談・老
人
精
神
保
健

相
談
及
び
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
相
談

期
日　
８
月
21
日（
木
）

時
間　
15
時
30
分
〜
17
時（
受
付
15
時
〜
）

場
所　
北
秋
田
保
健
所
２
階

※
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す

　
　
北
秋
田
保
健
所　
☎
62‐
１
１
６
５

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

大

沢

め

い

か

永

井

り

ん

高
堰
け
い
す
け

高

頭

み

づ

き

加

賀

ゆ

く

り

木

村

あ

い

な

高

橋

こ

こ

る

三

浦

は

る

と

本
城
御
嶽

上

杉

中

村

羽

根

山

桂

瀬

梅

栄

松

ヶ

丘

松

ヶ

丘

■
８
月
20
日（
水
）全
血 

献
血
日
程

献
血
日
程

■
８
月
27
日（
水
）全
血

■問い合わせ・申し込み
　北秋田市民プール　☎62‐5001

開　場　 ８：20
開会式　 ９：40
競技開始 10：00

開　場　 ８：20
開会式　 ９：40
競技開始 10：00

会場会場 北秋田市民プール北秋田市民プール77９９

第４回 北秋田市第４回 北秋田市

■出場区分　▼小学生の部（各学年毎） ▼中学生の部 ▼高校生の部 ▼一般
の部（29歳以下／30歳以上／40歳以上／50歳以上／60歳以上／70歳以上）
■種目　▼自由形（25ｍ／50ｍ／100ｍ／200ｍ） ▼背泳ぎ（25ｍ／50ｍ／100
ｍ） ▼平泳ぎ（25ｍ／50ｍ／100ｍ） ▼バタフライ（25ｍ／50ｍ／100ｍ） ▼個
人メドレー（100ｍ／200ｍ） ▼100ｍリレー（フリー／メドレー／家族Ａ・Ｂ）
■参加費　▼小・中学生（個人１種目500円／リレー１チーム１種目1000円）
▼高校生・一般（個人１種目800円／リレー１チーム１種目1200円）
▼家族リレー（１チーム1200円）
　■申込締切　８月11日（月）必着

　　医療健康課　☎62‐6666

「大太鼓ウオーク」「大太鼓ウオーク」
参加者募集参加者募集

　インストラクターの髙橋昭憲
氏による「効果的なウオーキン
グ方法と、ウオーキング前後の
ストレッチ講座」もあります。

日時　９月３日（水）10時～
集合　道の駅たかのす
　ドリームワールド手前駐車場
持ち物　昼食、飲み物
申込締切　８月25日（月）
※各地区ごとに送迎バスがあり
ます（要申込・先着順）

子育て応援列車・なかよしぽっぽ号子育て応援列車・なかよしぽっぽ号
日 時
集 合
対 象

参加費

８月31日（日）　９：30～
秋田内陸線鷹巣駅
就学前の子どもと養育中の家族
※子どもだけでの参加は不可
１人500円（就学前の子どもは無料）

９：30　受付開始
10：29　鷹巣駅出発
11：24　阿仁合駅到着
　　　　ふるさと文化センターへ
11：55　昼食
　　　　※各自でご用意ください
12：40　いろいろな遊び
15：24　阿仁合駅出発
16：17　鷹巣駅到着

■問い合わせ・申し込み
　なかよしぽっぽ号事務局　☎62‐1165
　（北秋田地域振興局鷹巣阿仁福祉環境部内）

前売
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お
知
ら
せ

　

申
問

「
万
灯
火
」
に
つ
い
て
は
24
ペ
ー
ジ
（
裏
表
紙
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

８
月
は
「
食
品
衛
生
月
間
」
で
す

食
中
毒
が
多
発
す
る
時
期
で
す
の
で
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
買
い
物
は
清
潔
な
店
で
新
鮮
な
も
の
を

▽
お
刺
身
は
保
冷
し
、
ま
っ
す
ぐ
帰
宅

▽
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
の
詰
め
過
ぎ
に
注
意

▽
手
は
十
分
に
洗
い
、
清
潔
な
タ
オ
ル
で

▽
鶏
肉
、
牛
・
豚
レ
バ
ー
は
中
心
ま
で
加
熱

▽
ま
な
板
・
包
丁
は
し
っ
か
り
洗
浄
殺
菌

▽
調
理
後
の
室
温
放
置
は
や
め
ま
し
ょ
う

▽
時
間
が
経
ち
す
ぎ
た
食
品
は
、
思
い

切
っ
て
捨
て
ま
し
ょ
う

【
食
中
毒
予
防
の
三
原
則
】

食
中
毒
菌
を

「
つ
け
な
い
・
増
や
さ
な
い
・
や
っ
つ
け
る
」

　
　
北
秋
田
保
健
所　
☎
62‐
１
１
６
７

　

８
０
２
０
い
い
歯
の
お
年
寄
り
表
彰

【
対
象
者
】　
①
昭
和
９
年
３
月
31
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方（
80
歳
以
上
）

②
北
秋
田
市
に
住
所
が
あ
る
方

③
現
在
、
自
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
方

【
地
区
審
査
会
】　

日
時　
９
月
17
日（
水
）
正
午
〜

場
所　
森
川
歯
科
医
院
（
東
横
町
）

※
特
に
北
秋
田
市
の
「
７
５
２
０
よ
い
歯

の
認
定
」
で
表
彰
さ
れ
、
対
象
者
に
該
当

す
る
方
は
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
８
月
29
日（
金
）ま
で
に
申
込
み
く
だ
さ
い

　
　
北
秋
田
保
健
所　
☎
62‐
１
１
６
６

　

夏
の
省
エ
ネ
チ
ャ
レ
ン
ジ
家
庭
募
集

　
県
で
は
、地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
、家

庭
で
の
節
電
等
の
省
エ
ネ
行
動
を
推
進
す

る「
夏
の
省
エ
ネ
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」を
実
施
し
ま
す
。

　
各
家
庭
で
省
エ
ネ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
を

し
て
い
た
だ
き
、夏
の
省
エ
ネ
実
践
結
果

と
電
気
の
使
用
量
を
報
告
い
た
だ
い
た
家

庭
の
中
か
ら
抽
選
で
企
業
提
供
賞
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

参
加
方
法　
「
省
エ
ネ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言

シ
ー
ト
」を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、省
エ
ネ
の
取
組
内
容
を
記
入

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.pref.akita.lg.jp/en-ondanka/

対
象　
県
内
の
家
庭（
応
募
は
世
帯
単
位
）

宣
言
受
付
期
間　
８
月
15
日（
金
）ま
で

　
　
秋
田
県
生
活
環
境
部
温
暖
化
対
策
課

　
　
　
　
☎
０
１
８‐
８
６
０‐
１
５
７
３

北秋田地域の食の祭典
「お・も・て・な・し」ブース

　　ノスタルジックカー実行委員会
　　委員長　佐藤　☎090‐4557‐1221
問

８月24日 10：00～14：00(日)
北欧の杜公園
中央駐車場

日時

会場

レトロな車が大
集結！！

一般入場無料

車両展示　1000円
フリーマーケット
　　　　　2000円

参加者受付中

　　阿仁郷土文化保存伝承館　☎82‐3658問

展示期間
展示会場
開館時間

　　　　　７月24日（木）～８月31日（日）※月曜休館
　　　　　阿仁郷土文化保存伝承館　
　　　　　９：00～17：00
８月２日（土）、24日（日）は古銭の鑑定会を行います。

家に眠っている古銭を鑑定してみませんか

秋田銀判
秋田鍔銭

秋田波銭 秋田銅山至宝

大人400円、高校・大学生300円、小・中学生200円
（20人以上は団体割引、市内の小・中学生は無料）

入
館
料

第
２
回　

阿
仁
伝
承
館
・
秋
田
大
学　

連
携
展

〜
阿
仁
の
鉱
山
が
生
ん
だ
貨
幣
〜

ヤ
　
マ

　
あ
き
た
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
４

　
ブ
ー
ス
出
展
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
国
際
交
流
や
国
際
協
力
等
に
取
り
組
む

団
体
、
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
程　
10
月
18
日（
土
）、
19
日（
日
）

場
所　
ア
ト
リ
オ
ン
地
下
１
階

締
切　
８
月
16
日（
土
）

　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い（http://w

w
w
.aiahom

e.or.jp

）

　
　
　
（
公
財
）
秋
田
県
国
際
交
流
協
会

　
☎
０
１
８‐
８
９
３‐
５
４
９
９

　
「
ふ
る
さ
と
秋
田
文
学
賞
」作
品
募
集

　
秋
田
県
や
県
内
の
自
然
・
人
物
・
文
化
・

風
土
・
物
産
等
を
題
材
と
し
た
随
筆
・
小

説
・
紀
行
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

最
優
秀
賞　
県
産
品
及
び
賞
金
50
万
円

優
秀
賞　
賞
金
５
万

応
募
要
領　

Ａ
４
判
４
０
０
字
詰
原
稿
用

紙
50
枚
以
内
に
縦
書
き
と
し
ま
す
。

選
考
結
果
の
発
表　
10
月
頃
に
入
賞
者
に

直
接
通
知
す
る
と
と
も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
発
表
し
ま
す
。

※
選
考
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
に
は
お

答
え
で
き
ま
せ
ん
。

募
集
締
切　
８
月
31
日（
日
）

　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
あ
き
た

ブ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://common.pref.akita.lg.jp/akita-booknet/

　
　
秋
田
県
企
画
振
興
部
総
合
政
策
課

☎
０
１
８‐
８
６
２‐
５
２
０
０

　

家
族
や
地
域
の
大
切
さ
に
関
す
る

　

作
品
コ
ン
ク
ー
ル

　
11
月
の
「
家
族
の
日
」「
家
族
の
週
間
」

の
一
環
と
し
て
、
子
育
て
を
身
近
な
地
域

社
会
で
支
え
る
こ
と
の
理
解
と
関
心
を
高

め
る
た
め
に
、
次
の
と
お
り
作
品
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
内
容　
子
育
て
家
族
や
支
え
る
地
域

の
大
切
さ
、感
謝
等
の
思
い
を
伝
え
る「
写

真
」「
手
紙
・
メ
ー
ル
」

表
彰　

11
月
に
開
催
予
定
の
家
族
の
日

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
表
彰
し
ま
す
。
ま

た
入
賞
作
品
は
作
品
集
に
ま
と
め
て
配
布

す
る
ほ
か
、
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
す
。

応
募
方
法　
郵
送
、メ
ー
ル
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
９
月
８
日（
月
）ま
で

　
　
家
族
や
地
域
の
大
切
さ
に
関
す
る
作

品
募
集
事
務
局

☎
０
８
０
０‐
８
０
０‐
３
１
５
１

　

米
代
川
流
域
一
斉
清
掃

　
米
代
川
の
環
境
美
化
・
保
全
の
た
め
、

一
斉
清
掃
へ
の
参
加
や
周
辺
の
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　
８
月
３
日（
日
）　
午
前
６
時
〜

集
合
場
所　
米
代
川
内
陸
縦
貫
鉄
道
橋
下

※
ゴ
ミ
袋
は
集
合
場
所
で
配
布
し
ま
す
が
、

軍
手
は
各
自
持
参
く
だ
さ
い
。

　
　
米
代
川
の
環
境
を
守
る
会
（
湊
屋
）

　
☎
０
８
０‐
６
０
２
０‐
２
８
８
７

　

あ
き
た
ふ
る
さ
と
手
づ
く
り
Ｃ
Ｍ

　

エ
キ
ス
ト
ラ
を
募
集
し
ま
す

　
撮
影
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
エ
キ
ス
ト

ラ
１
０
０
人
を
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
で

北
秋
田
市
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
ょ
う
。

期
日　
８
月
23
日（
土
）※
雨
天
時
は
翌
日

集
合　
９
時
40
分　
阿
仁
ス
キ
ー
場
駐
車
場

内
容　
ゴ
ン
ド
ラ
に
乗
車
し
て
、
森
吉
山

山
頂
を
目
指
し
ま
す（
14
時
頃
終
了
予
定
）

服
装
・
持
ち
物　
登
山
に
適
し
た
服
装
や

装
備　
※
昼
食
は
各
自
持
参

申
込
期
限　
８
月
15
日（
金
）

※
Ｃ
Ｍ
の
撮
影
で
す
の
で
、後
日
放
送
さ

れ
る
映
像
な
ど
に
映
り
込
む
場
合
が
あ
る

こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
現
地
ま
で
の
交
通
費
や
ゴ
ン
ド
ラ
代
な

ど
は
参
加
者
の
自
己
負
担
で
す
。

　
　
　
北
秋
田
ま
る
ご
と
体
験
会
議
事
務
局

☎
75‐
２
１
２
９

申
問
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お
知
ら
せ

【
①・②
の
工
事
に
つ
い
て
】　

　
対
象
と
な
る
方

○
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方

○
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

　
対
象
と
な
る
住
宅

○
市
内
に
あ
る
住
宅（
別
荘
等
を
除
く
）

○
賃
貸
を
し
て
い
な
い
住
宅
又
は
賃
貸

す
る
予
定
の
な
い
住
宅

○
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
住
宅
部
分
の

面
積
が
２
分
の
１
以
上
の
住
宅

○
申
請
者
又
は
親
や
子
が
所
有
し
、
か

つ
居
住
す
る
住
宅

　
対
象
と
な
る
工
事

○
工
事
費
用
が
50
万
円
以
上
の
工
事

○
市
内
に
本
店
の
あ
る
業
者
又
は
住
民

登
録
し
て
い
る
個
人
が
施
工
す
る
工
事

【
③
の
耐
震
診
断
に
つ
い
て
】　

　
対
象
と
な
る
方

○
市
内
に
対
象
住
宅
を
所
有
す
る
個
人

　
対
象
と
な
る
住
宅

○
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ

れ
た
木
造
戸
建
住
宅
（
併
用
住
宅
の
場

合
は
、
住
宅
部
分
の
面
積
が
２
分
の
１

以
上
の
住
宅
）

　
申
請
方
法

　
申
請
は
、
都
市
計
画
課
（
森
吉
庁
舎
）、

生
活
課
（
本
庁
舎
）、
合
川
及
び
阿
仁

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
ま
す
。

※

③
の
申
請
は
都
市
計
画
課
の
み

　
着
手
済
み
・
完
成
済
み
の
工
事
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
工
事
着
手
前

に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
都
市
計
画
課
都
市
計
画
住
宅
係　
☎
72‐
５
２
４
６

申
問

◇
①
と
②
の
申
請
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
や
耐
震
診
断
に
補
助
を
し
ま
す

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
や
耐
震
診
断
に
補
助
を
し
ま
す

①
住
宅
の
増
改
築
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

　
補
助
対
象
と
な
る
工
事
費
の
10
分
の
１
（
限
度
額
20
万
円
）　

②
耐
震
・
断
熱
、
省
エ
ネ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
屋
根
の
克
雪
対
策
に
有
効
な
工
事

　
補
助
対
象
と
な
る
工
事
費
の
10
分
の
１
（
限
度
額
25
万
円
）

③
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
計
画
、
耐
震
改
修
工
事

　
耐
震
診
断
に
要
し
た
費
用
の
３
分
の
２
（
限
度
額
３
万
円
）

　

※

耐
震
診
断
の
結
果
に
よ
っ
て
は
次
の
工
事
も
対
象
に
な
り
ま
す

　
耐
震
改
修
計
画
に
要
し
た
費
用
の
10
分
の
９
（
限
度
額
20
万
円
）

　
耐
震
改
修
工
事
に
要
し
た
費
用
の
２
分
の
１
（
限
度
額
30
万
円
）

問
　
「
就
活
ノ
ウ
ハ
ウ
集
中
セ
ミ
ナ
ー
」

　

受
講
者
募
集

　
就
職
活
動
の
た
め
の
自
己
分
析
、
応
募

書
類
作
成
、
面
接
対
策
な
ど
に
つ
い
て
学

ぶ
無
料
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
自
分
の
良
さ

を
発
見
し
、
企
業
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
力
を

つ
け
る
た
め
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日　
９
月
８
日（
月
）・
９
日（
火
）

時
間　
10
時
〜
16
時

会
場　
大
館
市
北
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象　
44
歳
ま
で
の
求
職
活
動
中
の
方

　
　
　
（
た
だ
し
、
学
生
を
除
く
）

受
講
料　
無
料　
定
員　
17
人

　
　
　
フ
レ
ッ
シ
ュ
ワ
ー
ク
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ

北
部
サ
テ
ラ
イ
ト

☎
０
１
８
６‐44‐
５
１
０
０

　

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査
を

　

実
施
し
ま
す

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
本
年
７
月
31
日
現

在
で
、
常
用
労
働
者
を
１
人
か
ら
４
人
雇

用
し
て
い
る
事
業
所
を
対
象
に
、
毎
月
勤

労
統
計
調
査
特
別
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
賃
金
、
労
働
時
間
及
び
労

働
者
数
の
動
向
を
全
国
及
び
都
道
府
県
別

に
明
ら
か
に
す
る
大
切
な
調
査
で
す
。

　
調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、
８
月

か
ら
９
月
に
か
け
て
調
査
員
が
訪
問
し
て

調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
秋
田
県
企
画
振
興
部
調
査
統
計
課

　
　
　
　
☎
０
１
８‐
８
６
０‐
１
２
５
６

市道通行止めのお知らせ市道通行止めのお知らせ

　　能代河川国道事務所工務第二課　☎0185‐70‐1248

　鷹巣大館道路のこ道橋工事により、市道法泉坊
沢線が通行止めになります。皆さんにはご迷惑を
おかけしますが、ご協力をお願いします。
　　　　　　市道法泉坊沢線
　　　　　　脇神字法泉坊沢　地内
　　　　　　８月４日（月）～平成29年度（予定）
　　　　　　車両、歩行者ともに終日通行止め
　　　　　　県道24号線、県道324号線

【工事場所】

【規制期間】
【規制内容】
【迂 回 路】

大館能代空港大館能代空港

鷹巣南中学校鷹巣南中学校

105
24

324

鷹巣中央小学校鷹巣中央小学校

通行止め区間

工事看板

小猿部川小猿部川

ヘリコプターによる地質調査のお知らせヘリコプターによる地質調査のお知らせ

　国による全国的な地熱資源調査として、ヘリコ
プターによる地質調査を実施します。皆さんには
騒音等でご迷惑をおかけしますが、飛行通過時間
は短時間であり、安全に注意して作業を行います
のでご協力をお願いします。
　　　　　　８月～10月のうち１か月程度
　　　　　　おおむね８：00～ 18：30の間
　　　　　　㈱フグロジャパン、中日本航空㈱

【調査期間】

【調 査 者】

▲北秋田市の東部、黒線の範囲内を飛行します

大館市

鹿角市

八幡平市

仙北市

342北秋田市
太平湖

打当温泉

杣温泉

森吉山荘

　　現地調査事務所　☎080‐8805‐2900

　生活課環境係　☎62‐1110問

北 秋 田 市
環境放射線量測定結果

　測定の結果、秋田県の通常
レベルを超える数値は観測さ
れていません。

空間線量調査（７月15日測定）

※県の通常レベルは
　　　0.022 ～ 0.086

市 役 所 本 庁 舎 前
　〃　合川庁舎前
　〃　森吉庁舎前
　〃　阿仁庁舎前
クリーンリサイクルセンター前
一般廃棄物最終処分場
鷹巣埋立地最終処分場

観測地点
0.05
0.05
0.06
0.05
0.05
0.04
0.05

測定結果

（単位：マイクロシーベルト毎時）

　

県
税
か
ら
の
お
知
ら
せ

〇
個
人
事
業
税
の
納
期
は
９
月
１
日
で
す

　
忘
れ
ず
に
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納
期

限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
口
座
振
替
の
方

は
、
預
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
個
人
事
業
税
の
納
税
も
口
座
振
替
で

　
公
共
料
金
の
支
払
い
と
同
じ
よ
う
に
、

個
人
事
業
税
も
口
座
振
替
に
し
ま
せ
ん
か
。

県
内
の
金
融
機
関
に
口
座
が
あ
れ
ば
、
ど

な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
は
利
用
不
可
）

　
９
月
30
日
ま
で
に
お
申
込
み
い
た
だ
く

と
、
平
成
26
年
度
２
期
分
か
ら
個
人
事
業

税
が
口
座
振
替
と
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

秋
田
県
総
合
県
税
事
務
所
収
納
管
理
課

　
　
　
　
☎
０
１
８‐
８
６
０‐
３
３
３
１

秋
田
県
総
合
県
税
事
務
所
北
秋
田
支
所

☎
０
１
８
６‐49
‐
２
２
１
１

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
電
話
帳
の
配
達
と
回
収

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
８
月
中
に
新
し

い
電
話
帳
を
各
ご
家
庭
や
事
業
所
へ
お
届

け
し
ま
す
。
現
在
お
使
い
の
電
話
帳
は
、

お
届
け
の
際
に
回
収
し
ま
す
の
で
、
配
達

員
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
不
在
の
場
合
は
、

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
へ
連
絡
い
た
だ
け

れ
ば
、
改
め
て
回
収
に
伺
い
ま
す
。

　
　
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

　
　
　
　
☎
０
１
２
０‐
５
０
６‐
３
０
９

　

司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
に

　

よ
る
無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

日
時　
８
月
19
日（
火
）
10
時
〜
15
時

場
所　
中
央
公
民
館
１
階
研
修
室

相
談
内
容　
不
動
産
・
会
社
等
の
登
記
／

債
務
整
理
（
過
払
金
請
求
を
含
む
）
／
後

見
人
選
任
申
立
、
金
銭
支
払
督
促
申
立
等

／
土
地
境
界
／
官
有
地
払
下
／
分
筆
／
地

目
変
更
／
建
物
新
築
・
増
築
後
の
登
記

　
　
秋
田
県
司
法
書
士
会
大
館
支
部

　
　
　
　
☎
０
１
８
６‐43‐
２
１
２
１

　
「
多
重
債
務
相
談
窓
口
」
の
ご
案
内

　
東
北
財
務
局
秋
田
財
務
事
務
所
で
は
、

自
ら
の
収
入
で
返
済
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の

借
金
を
抱
え
、
お
悩
み
の
方
々
か
ら
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
相
談
者
が
抱
え
る
借
金
の
状
況
を
お
聞

き
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
弁
護

士
や
司
法
書
士
な
ど
の
専
門
家
に
引
き
継

ぎ
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

相
談
窓
口　
秋
田
財
務
事
務
所
理
財
課

（
秋
田
第
二
合
同
庁
舎
３
階
）

受
付
時
間　
８
時
30
分
〜
16
時
30
分

（
土
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
秋
田
財
務
事
務
所
理
財
課

☎
０
１
８‐
８
６
２‐
４
１
９
６

　

８
月
は
「
Ａ
タ
ー
ン
就
職
促
進
月
間
」

　
県
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
秋
田
県
内

へ
就
職
を
希
望
す
る
方
を
応
援
し
て
い
ま

す
。
帰
省
す
る
ご
家
族
や
ご
友
人
で
Ａ

タ
ー
ン
を
希
望
す
る
方
が
い
ま
し
た
ら
、

最
寄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、Ａ
タ
ー
ン
プ
ラ

ザ
秋
田
（
秋
田
県
東
京
事
務
所
内
）
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、Ａ
タ
ー
ン
に
関

す
る
情
報
は
、
秋
田
県
ふ
る
さ
と
定
住
機

構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.furusato-teiju.jp/

お
問
い
合
わ
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鷹
巣　
☎
60‐

１
５
８
６

　
秋
田
県
雇
用
労
働
政
策
課

☎
０
１
８‐
８
６
０‐
２
３
３
６

申
問
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市有財産の売却

市営住宅入居者募集

【現地案内の日時】　
第１回　８月５日（火）又は６日（水）
第２回　８月19日（火）又は20日（水）
※希望日の前日までに電話でお申し込みください

　　都市計画課都市計画住宅係　☎72̶5246問

①胡桃館団地･･･綴子字胡桃館2★
簡易耐火２階建３ＬＤＫ　月額15,900～35,100円
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽無
②松ヶ丘団地･･･川井字松石殿1‐254★
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額13,100～30,100円
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽無
③三両団地･･･阿仁水無字寺後1‐5★
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額11,100～21,400円
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽有
④サンコーポラスなかたい住宅･･･鷹巣字東中岱51‐1
鉄筋コンクリート造５階建３ＤＫ　月額41,300円
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽有　（共益費800円）
※★印の住宅は単身入居できません

【入居資格】
○収入基準を満たすこと
○住宅に困窮していることが明らかなこと
○市税等を滞納していないこと
【敷金】　家賃の３か月分（退去時までの預り金）
【受付期間】　第１回　８月１日（金）～７日（木） 
第２回　８月15日（金）～21日（木）※土日除く
※第２回の募集住戸については、８月12日以降にお
問い合わせください
【申込み先】　都市計画課（森）／生活課（鷹）／合川
総合窓口センター／阿仁総合窓口センター

お
知
ら
せ

　
　

申
問

詳しくはホームページをご覧ください
問　　財政課管財係　☎62̶6603

　
防
衛
省
・
自
衛
官
等
採
用
試
験

【
航
空
学
生（
男
女
）】

資
格　
高
卒（
見
込
含
）で
21
才
未
満
の
者

〈
試
験
日
〉　
９
月
23
日（
火
）

〈
試
験
会
場
〉　
二
ッ
井
伝
承
ホ
ー
ル

【
一
般
曹
候
補
生（
男
女
）】

資
格　
18
才
以
上
27
才
未
満
の
者

〈
試
験
日
①
〉　
９
月
19
日（
金
）午
前
予
定

〈
試
験
日
②
〉　
９
月
20
日（
土
）午
前
予
定

※

試
験
日
は
指
定
す
る
１
日

〈
試
験
会
場
〉　
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
又
は

大
館
市
北
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
自
衛
官
候
補
生（
男
女
）】

資
格　
18
才
以
上
27
才
未
満
の
者

《
男
性
》

〈
試
験
日
①
〉　
９
月
19
日（
金
）午
後
予
定

〈
試
験
日
②
〉　
９
月
20
日（
土
）午
後
予
定

※

試
験
日
は
指
定
す
る
１
日

〈
試
験
会
場
〉　
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
又
は

大
館
市
北
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

《
女
性
》

〈
試
験
日
〉　
９
月
25
日（
木
）

〈
試
験
会
場
〉　
陸
上
自
衛
隊
秋
田
駐
屯
地

【
各
種
受
付
】

　
８
月
１
日（
金
）〜
９
月
９
日（
火
）

【
身
分
】　
特
別
職
国
家
公
務
員

　
　
　
自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部

　
　
　
大
館
出
張
所

　
　
　
　
　
☎
０
１
８
６‐

42‐

１
３
９
８

　
　
臨
時
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
の
募
集

応
募
資
格
　
大
型
特
殊
免
許
、
車
両
系
建

設
機
械
運
転
免
許
の
資
格
を
有
す
る
者

（
経
験
者
希
望
）

予
定
人
員
　
鷹
巣
地
区
７
人
／
合
川
地
区

10
人
／
森
吉
地
区
12
人
／
阿
仁
地
区
９
人

就
業
期
間
　
12
月
１
日
〜
27
年
３
月
15
日

申
込
方
法
　
履
歴
書
及
び
免
許
書
の
写
し

を
郵
送
又
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い

※
余
白
に
希
望
地
区
を
書
い
て
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
９
月
10
日
（
水
）
ま
で

申
込
先
　
建
設
課
（
森
吉
庁
舎
）、
総
務

課
総
務
係
（
本
庁
舎
）、
合
川
・
阿
仁
各

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

　
　
　
建
設
課
管
理
係　

☎
72‐
３
１
１
６

　
企
業
在
職
者
対
象
の
講
習

▽
エ
ク
セ
ル
関
数
活
用
講
習

期
間
　
９
月
４
日（
木
）〜
５
日（
金
）

時
間
　
９
時
20
分
〜
16
時

会
場
　
鷹
巣
技
術
専
門
校

内
容
　
す
ば
や
く
入
力
・
編
集
す
る
た
め

の
エ
ク
セ
ル
関
数
と
、
簡
単
な
マ
ク
ロ
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
取
得

対
象
者
　
文
字
入
力
の
で
き
る
方

定
員
　
10
人

受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

申
込
締
切
　
８
月
26
日（
火
）

　
　
　
鷹
巣
技
術
専
門
校　☎

84‐

８
３
５
１

申
問

申
問

【車両】
１．小松　グレーダ（昭和57年式）
２．キャタピラー　タイヤ・ドーザ（昭和63年式）
　■入札参加受付　８月１日（金）～22日（金）
　　　　　　　　　８：30～17：15（土日を除く）
　■入札　８月26日（火）10：00～
　　　　　北秋田市役所３階大会議室

一次試験日程

申込用紙配付及び受付

お問い合わせ先

期日　９月21日（日）　時間　９：00～（受付開始）
／９：50～（試験説明）／10：00～（教養試験）
試験会場　ノースアジア大学（高校卒一般行政・消
防吏員）／北秋田市役所本庁舎（建築士）
問題形式　【教養試験】５枝択一式（40題・２時間）
※二次試験の案内は一次試験合格者に通知します

配付・受付期間　８月６日（水）～８月25日（月）
　　　　　　　　※平日午前８時30分～午後５時
配付・受付場所　北秋田市役所総務部総務課
※申込用紙を郵送で請求する場合
　封筒の表に「職員採用試験申込用紙請求」と朱
書きし、簡易書留で郵送してください。また、郵
送宛先を明記して、120円切手を貼った返信用封
筒（Ａ４サイズ用）を同封してください。

〒018‐3392　北秋田市花園町19‐1
北秋田市総務部総務課総務係　☎0186‐62‐1111

【受験資格】　昭和60年４月２日から平成９年４月
１日までに生まれた者で、北秋田市消防吏員任用
規程に適合する者
【住所要件】　採用後、北秋田市消防本部管内に居
住できる者

消防吏員　【採用予定人員】　３人程度

北秋田市職員採用試験

高校卒一般行政　【採用予定人員】　３～５人
【受験資格】　平成元年４月２日から平成９年４月
１日までに生まれた者。ただし、学校教育法による
大学（短期大学を除く）を卒業した者、若しくは平
成27年３月卒業見込みの者又はこれらに相当する
学歴を有すると認められる者は受験できません。
【住所要件】　採用後、北秋田市に居住できる者

【受験資格】　昭和54年４月２日以降に生まれた者
で、１級建築士又は２級建築士の資格を有する者
【住所要件】　採用後、北秋田市に居住できる者

建築士　【採用予定人員】　１人

試験区分

「上級救命講習会」を開催します「上級救命講習会」を開催します

【日時】　９月14日（日）９:00～17:00
【場所】　上小阿仁村生涯学習センター
【内容】　成人・小児・乳児・新生児に対する心肺
蘇生法／自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の使用法
／異物除去要領／止血法／外傷の手当法（骨折、
熱傷）／傷病者体位管理／傷病者搬送法
【対象者】　中学生以上
【定員】　30人（先着順）
【申込締切】　９月４日（木）
【申込方法】　消防本部又は各分署に直接お越しい
ただくか、電話又はＦＡＸでお申し込みください
　講習を修了し、一定の技術を習得された方に「上
級救命講習修了証」を交付します。

毎年９月９日は救急の日

　救急・応急手当の普及啓発を推進し、病院前救
急医療の充実強化を図るため「上級救命講習会」
を開催します。受講は無料です。

　　消防本部救急担当　☎62‐1119　　63‐1119FAX 問　　総合政策課政策係　☎62‐6606

移動行政懇話会移動行政懇話会移動行政懇話会移動行政懇話会
　暮らしやすいまちづくりの実現を目指し、市
民の皆さんからご意見をいただく機会として
「移動行政懇話会」を開催します。
　多くのご参加をお待ちしています。

【期日・会場】

日頃から感じていること、ぜひお聞かせください

○時間　午後６時30分～
○対象　北秋田市民

【各会場共通】

い ど う ぎ ょ う せ い こ ん わ か いい ど う ぎ ょ う せ い こ ん わ か い

※申し込みは不要です

８月４日（月）　北秋田市役所合川庁舎
８月５日（火）　森吉コミュニティセンター
８月６日（水）　阿仁ふるさと文化センター
８月８日（金）　中央公民館

暮ら
しや
すいまちづくりを

皆さ
んのご意見から
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増

沢

木

戸

石

本
城
町
屋

根

小
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嶽

鶴

田

大

杉

小

又

本
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下

横
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上

新

町

萱

草

根

子

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
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尊
英

吉
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智
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公
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浩
太

健
一

智
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憲
一

秀
樹

繁
広

聡
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志
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法
子

里
子

久
恵

美
久
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総人口　35,018人（36人減）【149人（１人減）】
　男　　16,362人（14人減）【 21人（１人減）】
　女　　18,656人（22人減）【128人（０人）】
出生　７人【０人】　 転入　30人【０人】
死亡　44人【０人】　 転出　29人【１人】
世帯数 14,345世帯（３世帯減）【144世帯】

人口と世帯数
※６月30日現在住民基本台帳による

※【　】は、うち外国人住民、（　）は前月比

　

市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
６
月
》

▽
慶
弔
費　
５
万
７
０
０
０
円
（
５
件
）

▽
会　
費　
３
万
３
０
０
０
円
（
６
件
）

▽
そ
の
他　
２
万
８
５
６
０
円
（
６
件
）

▽
合　
計　
11
万
８
５
６
０
円
（
17
件
）

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が
出

席
し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す

　

入
札
結
果
の
公
表《
６
月
》

《
２
５
０
万
円
以
上
の
契
約
状
況
》

▽
林
道
小
芦
沢
線
維
持
修
繕
工
事
／
２
９

８
万
８
０
０
円
／
㈲
合
川
水
道
施
設
工
業

所
▽
根
子
番
楽
伝
承
館
ト
イ
レ
建
築
工
事

／
６
６
４
万
２
０
０
０
円
／
㈲
鈴
木
ホ
ー

ム
▽
防
犯
街
灯
更
新
工
事（
そ
の
１
）／
２

９
５
万
７
０
４
０
円
／
斎
藤
電
機
工
業
㈱

▽
鷹
巣
体
育
館
非
常
用
照
明
灯
改
修
工
事

／
５
１
７
万
３
２
０
０
円
／
（資）
小
畑
電
気

商
会
▽
地
方
道
路
交
付
金
事
業
に
伴
う
送

お
知
ら
せ

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する方です。
仕事や職場の都合で夜間診療を受ける場合は、診療
に応じかねます。
▼往診はしていません。年齢・病気の病状にかか
わらず事前に当番医へ電話等でご相談ください。

お
誕
生
お
め
で
と
う

   

ご
ざ
い
ま
す

日
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

曜
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

電話番号
62－1101
69－7311
62－1146
63－0515
72－4501
63－0105
63－2700
62－7001
62－1155
60－1055
62－1400
62－2261
62－7001
62－7001
62－7001
62－7001
63－2700
62－1155
72－4501
78－3161
82－2351
62－2882
62－1101
63－0515
62－1146
69－5300
63－0105
69－7311
60－1055
62－1400
62－2261

医 療 機 関 名
盛 岡 外 科 医 院
児玉内科クリニック
奈 良 医 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
米 内 沢 診 療 所
佐々木産婦人科医院
たむら内科クリニック
北 秋 田 市 民 病 院
近 藤 医 院
う え だ ク リ ニ ッ ク
石川耳鼻咽喉科医院
津 谷 内 科
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
たむら内科クリニック
近 藤 医 院
米 内 沢 診 療 所
国民健康保険合川診療所
阿 仁 診 療 所
藤 原 医 院
盛 岡 外 科 医 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
奈 良 医 院
毛利整形外科クリニック
佐々木産婦人科医院
児玉内科クリニック
う え だ ク リ ニ ッ ク
石川耳鼻咽喉科医院
津 谷 内 科

（診療時間 18：30～ 21：00）
夜間当番医（　）日程表夜間

診療

慶
弔
だ
よ
り
６
月
16
日
〜
７
月
15
日
届
出
分

■
鷹
巣
図
書
館 

☎
62‐

３
３
１
１

■
森
吉
図
書
館 

☎
72‐

３
１
９
２

両
館
と
も（
６
、13
、17
、20
、27
日
）

８
月
の
休
館
日

水
管
移
設
工
事（
緑
ケ
丘
地
区
）／
８
０
４

万
６
０
０
０
円
／
㈲
和
田
設
備
工
業
▽
森

吉
庁
舎
屋
上
防
水
工
事
／
５
２
３
万
８
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０
０
円
／
東
北
化
工
㈱
▽
合
川
小
学
校
屋

外
教
育
環
境
施
設
整
備
工
事
／
１
億
１
５

２
３
万
６
０
０
０
円
／
㈱
佐
藤
庫
組
▽
道

路
改
良
工
事（
そ
の
他
市
道
昭
和
〜
合
地

線
）／
５
２
３
８
万
円
／
秋
田
機
械
建
設
㈱

▽
排
水
維
持
工
事（
市
道
前
田
駅
前
３
号

線
）ほ
か
１
路
線
／
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８
８
万
８
０
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０
円

／
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成
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▽
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米
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町

100歳おめでとうございます！100歳おめでとうございます！
鈴木クニさん（鎌沢）
大正３年７月15日生まれ

７月15日の祝品贈呈式
（特別養護老人ホーム永楽苑）

櫻井愛子さん（川井）
大正３年６月25日生まれ

６月25日の祝品贈呈式
（櫻井さんのご自宅）

訂
正　
《
７
月
号
17
ペ
ー
ジ
》

○
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
４
の
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
団
体

　
正
＝
あ
け
ぼ
の
町
町
内
会

　
誤
＝
摩
当
自
治
会

　
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

（（（（（（（

北
秋
田
市
民
病
院

北
秋
田
市
民
病
院

▽
全
科
共
通

　
　
午
後
休
診
日
＝
13
日（
水
）

　
　
休
診
日
＝
14
日（
木
）

▽
精
神
科

　
　
休
診
日
＝
15
日（
金
）

　
《
受
付
時
間
の
変
更
》

▽
眼
科
＝
１
日（
金
）　
９
時
30
分
ま
で

　
　
※
通
常
は
10
時
ま
で

休
診
日
、
受
付
時
間
等
の
変
更
の
お
知
ら
せ

の納期限税

９月１日まで
国民健康保険税
市 県 民 税

第２期

第２期
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◆合川まと火

（問）合川公民館　78‐2114

第 43 回第 43 回 合川まと火合川まと火
第34回第 34 回 合川ふるさとまつり合川ふるさとまつり

■会場　合川公民館前

◆合川ふるさとまつり

（問）商工観光課　72‐5243

プログラム

　　　　アマチュアバンド

　　　　呼太鼓

　　　　通り踊り

　　　　開会セレモニー

　　　　合川太鼓

　　　　まと火点火式

　　　　まと火点火

　　　　合川太鼓

　　　　タント節

　　　　歌謡ショー

17：00～

17：50～

18：00～

18：30～

18：40～

19：00～

19：30～

19：30～

19：50～

20：20～
危険ですので橋の上からの
観覧はご遠慮ください

阿仁川

まと火

ま
と
火

至
米
内
沢

●

川井
●

会場

合
川
庁
舎

合川中

李岱

内陸線

会場周辺図

あいかわ

（木）（木）

８14

森吉山麓たなばた森吉山麓たなばた

火まつり
第28回第 28 回

（木）（木）

８７

■会場　
　阿仁前田河川公園
　（阿仁前田駅より徒歩２分）

（問）たなばた火まつり実行委員会　☎75‐3188

前田小学校ロックソーラン
前田保育園遊戯
森吉ダンスキッズ
五味堀餅つき踊り
柏木妙子歌謡ショー
たなばた踊り
阿仁前田獅子踊り
たなばた絵灯籠大行列

火まつりセレモニー
火文字、打ち上げ花火
火まつり太鼓

～プログラム～

▽19:50～ （終演21:20）

▽16:30～

（問）阿仁の花火実行委員会　☎82‐2111

　　　　　　　　（市役所阿仁庁舎内）

第 52 回第 52 回

（土）（土）

８16

阿仁阿仁　　の　　  と　　の　　  と　　　花火　　　花火
灯籠流し灯籠流し
■会場　阿仁河川公園
　　　　　（阿仁合駅より徒歩５分）

16：00～　
アトラクション（阿仁庁舎前）
阿仁からめ節
よさとせ歌舞輝
ニューソーラン
よっちょれ
森吉ダンスキッズ
合同演舞

　　　　　　　　　　　　　角館行21：05／鷹巣行21：10内陸線臨時列車（阿仁合駅発）　

18：00～　灯籠流し

　19：30～　花火　

　　　　　　　　　　　　　鷹巣行・比立内行　21:40内陸線臨時列車（阿仁前田駅発）　

（問）生涯学習課文化係　☎62‐6618

民俗芸能大会民俗芸能大会
第９回北秋田市第９回北秋田市

日時

場所

８月24日（日）

北秋田市文化会館

開場 13：00
開演 13：30

綴子下町大太鼓保存会綴子下町大太鼓保存会

阿仁前田獅子踊保存会阿仁前田獅子踊保存会 森吉山麓火まつり太鼓森吉山麓火まつり太鼓

婦団連たかのすふるさと太鼓婦団連たかのすふるさと太鼓

福田獅子舞保存会福田獅子舞保存会
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